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た、 V 本 を 読む ための 英語 だ とか、 要するに 非常に 偏し 

た 外国語の 身に つけ 方 を、 ほとんど 総べての ものが や 

つ てゐ たとい ふこと である。 

殊に 大学なん かで は、 専門の 書物が 読めれば ぃゝと 

いふ ふうに 一般に 考 へられて ゐた。 また、 書く ことに 

しても、 専門的な 論文が 書ければ ぃゝ —— 実は 専門的 

な 論文 は 一 般に 非常に やさしい もの だとされ てゐ るが 

—— とされて ゐた。 したがって、 さう いふ ふうな 外国 

語の 身に 付け 方 をした 人に は、 話す とい ふこと はまつ 

たく 専門 外の ことで あるの みならず、 会話な ど はでき 

なくても 別に 何の 不便 も 感じない。 むしろ、 会話 は 外 



国語 習得の 最も 俗な 分野で あると 考 へられ さ へ した。 

実際 また、 会話 を 専門に 学ぶ 人々、 例へば 外交官と か 

通訳と か、 或 ひ は 外国 商館に 勤め やうと する 人と か は、 

た、 V 会話が できる やうになる ために、 実につ まらぬ 苦 

心 を 払 ひ、 肝腎な ことが お 留守に なるとい ふ 有様で あ 

る。 かう いふ ふうな 考へ 方で いままで 外国語の 教育が 

行 はれて きた。 ところが、 実際問題 として は、 さう い 

ふ 外国語の 習得の 仕方が、 やはり それぞれの 目的 を 半 

分づ つし か 達して ゐな いので ある。 例へば、 大学の 先 

生で、 専門的な 本 はかなり 読み こなせる 人が、 その 専 

門 的な 学問に ついて、 さらに 欧米の 学者と 議論 をす る 



やうな 場合に、 口が 自由に 利け なくなって ほとんど 用 

が 足りない ことがあり、 研究に も 事 を 欠く とすれば 甚 

だ考へ ものである。 ところで、 かう した 結果に なった 

こと は、 外国語 を 通じて 専門的な 知識 を 身に 付ける に 

は、 本 さへ 読めれば い、 とい ふ、 いは > 一種の 自己 弁 

護が 成り立 つ ことに 依る の だが、 この ことが そ もく 

外国語に 対する 間違った 考へ 方に 原因して ゐ るので あ 

る。 即ち、 外国語と いふ もの は、 「外国人の やうに」 喋 

つたり 書いたり しなければ いけない、 かう いふ 考へ方 

が 過去に おいて 日本人の 頭に かなり 深く 浸み 込んで ゐ 

たやう に 思 ふ。 例へば、 英語なら ば 「英米人の やうに」 



最後に、 これ はちよ つと 外国語 教育の 問題から は 離 

れ るが、 日本で は 中等学校の 殆んど 全部が 英語 を教へ 

てゐる 結果、 外国語と いへば すぐ 英語の ことし か考へ 

ない とい ふ 傾向が ある。 したがって、 西洋風と か、 西 

洋式と かいへば、 それ は イギリス 式 乃至 アメリカ 風と 

考へ 勝ちで ある。 この ことが 日本人の 外国、 特に 欧米 

の 認識 を 非常に 誤らせて ゐる。 西洋と 英米と を 混同し 

てゐる こと、 これが —— わたくし として はもう 少し 詳 

しく 云 ひたい ことで あるが —— 案外い ろ/^ のと ころ 

に 影響して ゐ るので あって、 日本人の 正しい 西洋 認識 



れを 日本人が カル チ ユアと いって、 何 か 普遍的な 意味 

を 与へ ようとしても 無理な ので ある。 かう いった 点 を 

ひとつ 改めて 考へ なほさなければ いけない と 思 ふ。 

一般に、 専門教育 を 受けた 人々 は、 これ は 英語に 限 

つたこと ではない の だが、 それぞれ 専門に やった 語学 

を 通じて、 いま 教養の 不統一と いふ 現象 を 起して ゐる _ 

フランス語で やった 人 はいく ぶん フランス 的な 教養 を 

身に 付け、 ドイツ語で やった 人に は ある 程度 ドイツ 風 

の 教養が しみ 込んで ゐる。 そしてお 互 ひに さう いふ こ 

とに 気がつかないで、 何 かお 互 ひの あ ひだに 本質的な 

違 ひが あるかの やうに 感じ、 まったく 不思議な 考へ方 
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